
第３期森林づくり県民税における北アルプス地域振興局管内の事業実施状況（令和４年６月末日時点）

2018
H30

2019
R元

2020
R2

2021
R3

2022
R4（計画）

計

2.34 2.80 2.35 - 2.03 9.52 ha

538 1,605 1,152 - 1,385 4,680 千円

- 1 1 3 3 8 箇所

- 5,600 234 630 1,220 7,684 千円

- 2 2 - - 4 個所

- 8,000 12,000 - - 20,000 千円

- - - 13.00 13.00 ha

- - - 195 195 千円

1 1 3 2 - 7 箇所

1,804 1,991 8,483 3,240 - 15,518 千円

- - 1 - - 1 個所

- - 5,400 - - 5,400 千円

1.37 3.90 12.70 39.62 11.56 69.15 ha

783 2,749 19,608 29,957 5,740 58,837 千円

- - - - - 0 個所

- - - - - 0 千円

1 7 6 6 20 地域

378 4,000 2,119 2,105 8,602 千円

- 1 - - - 1 個所

- 243 - - - 243 千円

2 1 1 - - 4 個所

747 140 158 - - 1,045 千円

- - - - - - 人

- - - - - 0 千円

- － 2 1 1 4 個所

- － 5,614 578 2,850 9,042 千円

- － 1 2 3 枚

- － 2,036 1,126 3,162 千円

1 - - - 1 件

427 - - - 427 千円

- - - 0 市町村

- - - 0 千円

- － － 260 250 510 m3

- － － 10,500 6,300 16,800 千円

備　　　考
県全体の成果目標　（5年間）

上段：実績値／下段：補助金額（千円）

１　「防災・減災」及び「住民等による利活用」のための里山の整備

防
災
・
減
災

みんなで支える里山整備事業
【防災・減災】

市町村、森林組合、
NPO法人等

（9/10）

防災・減災のために必要な里山の間伐
　概ね4,300ha/5年間

事　　業　　名
事業主体
（補助率）

基本方針　（2018－2022） 管内の実施状況（累計）

単位

みんなで支える里山整備事業
【ライフライン等保全対策】

市町村
（9/10）

ライフライン沿い等の危険木伐採
 概ね150箇所程度/5年間

地域で進める里山集約化事業
自治会組織、
林業事業体等

（定額）

所有者の合意形成や境界明確化を支援し、防
災・減災のために必要な里山の間伐
　概ね4,300ha/5年間

河畔林整備事業

県
（定額）
市町村
（9/10）

河畔林の整備
　 概ね175箇所/5年間
                     （県75箇所）
　                  （市町村100箇所）

建設事務所

道路への倒木防止事業
県

（―）
県管理道路沿線の危険木伐採
 概ね20箇所程度/5年間

建設事務所

里山整備利用地域活動推進事業
里山整備利用推進協議会

（10/10）
里山整備・利活用に取り組む里山整備利用地
域数
　150地域/5年間里山資源利活用推進事業

里山整備利用推進協議会

（3/4）

住
民
等
に
よ
る
利
活
用

みんなで支える里山整備事業
【県民協働】

市町村、森林組合、
NPO法人等

（9/10）

地域住民等の主体的な里山の整備利活用
　概ね1,500ha/5年間

里山整備方針作成事業
市町村、

森林整備協議会等
（10/10）

里山整備方針の作成
　120箇所/5年間

県民協働による
里山整備・利用事業

-

-

木づかい空間整備事業

民間事業者等
（1/2以内、3/4以内）

県
（―）

民間施設・県有施設の木質化・調度品設置
　概ね35箇所/5年間

県産材公共サイン整備事
業

市町村等
（3/4以内）

県産材公共サイン等設置枚数
　概ね250枚程度/5年間

予定あり

地消地産による
木の香る暮らし
づくり事業

２　自立・持続的な森林管理のための間伐材等の利活用

「子どもの居場所」木質空
間整備事業

市町村等
（木造・木質化　1/2）

（木のおもちゃ等　3/4）

子どもの居場所の木造・木質化
　概ね30箇所程度/5年間

子どもの居場所への木のおもちゃ等の設置
　 概ね240箇所程度/5年間

木工体験活動支援事業
市町村等

（3/4）
木工工作コンクール応募者数
　概ね5,500人程度／年　（2022年度）

薪によるエネルギーの地消地産推進事業
市町村、NPO法人、

公共的団体等
（3/4以内）

薪流通の仕組構築モデル件数　10件 予定あり

松くい虫枯損木利活用事業
　→　森林病害虫被害枯損木利活用
　　　（チップ化）事業

市町村
（9/10）

取組を行う市町村
　松くい虫被害が確認されている51市町村

→ 森林病害虫枯損木処理量7,000ｍ3/2年間
★R3年3月改正

　期間後半から、モデル的な取組から
本格的な利活用に転換

資料２－２



2018
H30

2019
R元

2020
R2

2021
R3

2022
R4（計画）

計

備　　　考
県全体の成果目標　（5年間）

上段：実績値／下段：補助金額（千円）事　　業　　名
事業主体
（補助率）

基本方針　（2018－2022） 管内の実施状況（累計）

単位

- - - - 1 1 箇所

- - - - 636 636 千円

- - - - - 0 園

- - - - - 0 千円

- 1 1 - - 2 箇所

- 1,000 1,000 - - 2,000 千円

- - - - - 0 km

- - - - - 0 千円

0.40 - 0.52 9.05 2.00 11.97 ha

272 - 315 2,176 1,403 4,166 千円

1 1 1 - 1 4 箇所

2,400 2,006 1,333 - 1,220 6,959 千円

5 5 5 5 5 5 市町村

4,736 4,631 4,607 4,648 4,690 23,312 千円

11,707 28,343 65,940 55,169 27,549 188,708

３　森林づくりに関わる人材の育成

里山整備利用地域リーダー育成事業
県

（―）
地域リーダーの養成概ね150人（累計）
森林整備等に携わる人材概ね4,500人（累計）

エコツーリズムガイド人材育成事業
県

（―）
エコツーリズムガイドの育成

自然教育・野外教育推進事業
県

（―）
自然教育プログラムのモデル実施校
　30校／5年間　(小・中・高　各10）

まちなかの緑地整備事業
市町村、NPO等

民間団体
（1/2、1/3）

県民協働による市街地の緑化整備
　概ね25箇所程度／5年間

建設事務所

４　多様な県民ニーズに応えるための森林の利活用

学校林等利活用促進事業

県
（―）

市町村等
 （10/10、9/10)

 未整備の学校林の整備・利活用
　約60箇所程度／5年間

大町西小予定

自然保育活動フィールド等整備事業
「信州やまほいく」認定園
（フィールド整備　9/10）
（付帯施設整備　1/2）

信州やまほいく認定園のフィールド整備等
　約25園程度／5年間

全県事業
森林セラピー推進支援事業　【人材育成等】

県
（―）

森林セラピー地域コーディネーターの育成

観光地等魅力向上森林景観整備事業
市町村
（9/10）

地域の景観に合致した間伐等
　概ね110ha/5年間

森林セラピー推進支援事業　【施設整備等】
市町村

（森林整備　9/10）
（施設整備　1/2）

森林セラピー基地の整備
　全10箇所/5年間（累計）

建設事務所観光地の景観整備
（県単道路橋梁等維持修繕費）

県
（―）

街路樹の整備等を行う街路延長
　概ね延べ40km程度／5年間

森林セラピー基地おたり

５　市町村に対する財政調整的視点での支援

森林づくり推進支援金
市町村
（定額）

全ての市町村（77市町村）で地域固有の課題
解決の取組が行われること


